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　６月通常会議最終日の１２日成立した国の２次補
正予算を受けて県は、今年度一般会計の第４次
補正予算を編成。補正額は９７８億８，７３２万円、国
補正分３１事業に加え県単独の２８事業を予定す
る。速やかな事業の執行を図るため県議会は、６月
２６日・２９日に臨時会議を開催。今補正はリーマン
ショックによる２００９年９月時の約７６２億円を超え
過去最大規模、財源は地方創生臨時交付金及び
緊急包括支援交付金を含む国庫支出金３８７億７，
５４６億円、県経営安定資金貸付金元金等諸収入
５９１億５９０万円を充てる。

　重点医療機関として感染症治療にあたる専用
の病院や病棟整備に５８億円を計上、患者受入れ
に確保した病床の空床補償や診断装置の導入補
助を行うとともに、医療・介護従事者に対する慰労
金を５万円から最大２０万円支給する。また、災害
時の避難所における感染拡大防止へ物資等の購
入・備蓄、感染症対策の庁内組織強化へ健康増
進課内担当を増員し、２１人体制による「対策室」
を７月１日付け設置。
　売上が減少する中小企業支援に資金貸付限度
額を３，０００万円から４，０００万円へ引上げ、融資枠
５００億円を２，０００億円へ拡大。経営に苦しむ真
岡鉄道ほか路線バスや貸切バス、タクシーなど地域
公共交通事業者へ支援金６億円を確保した。ま
た、生活困窮世帯等支援に緊急小口資金等貸付
及び私立高校等授業料減免に対する助成、ひとり

親世帯への臨時特別給付金など３６億円。消費喚
起・観光需要回復へプレミアム付商品券発行や「と
ちぎに泊まろうキャンペーン」実施、レンタカー・貸切
タクシー利用への助成事業に１８億円、学びの保
障へ補習等学習指導員やＩＣＴ環境整備及び支
援員配置等２４億円を投じる。
　２９日は４会派６名による代表質問を行い、民主
市民クラブから斉藤孝明副代表（宇都宮市・上三
川町 ４期）が登壇。「検査・医療提供体制の検証と
今後の整備」、「県内事業者への支援」に関する
質疑を行った。午後の常任委員会審査の後、同日
の本会議にて全会一致で可決されました。
　国内外で人の移動により活気が期待される夏、
首都圏で多数の感染者が確認される中、感染防
止と社会経済活動の両立へ注力し、オールとちぎ
で新型コロナウイルスを克服していきましょう！

ごあいさつ

❶ 『県政からの風』県議会報告書

過去最大補正予算で感染再拡大対策！

臨時会本会議

斉藤議員へ執行部答弁

斉藤孝明議員 代表質問
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　栃木県環境基本計画では次世代自動車への転
換や、水素ステーションの導入を促す。水素エネル
ギーは水素と酸素の化学反応で電気と水を発生さ
せ、その電気でモーターを駆動。水のみ排出し、二酸
化炭素などの温室効果ガスを出さないため環境負荷
の低減、災害時は非常用電源となり防災対応能力の
向上が期待できる。
　国は今年度までに水素ステーションの設置目標を
全国１６０基とするが、昨年８月現在で愛知県２７基は
じめ東京２０、茨城県・群馬県各１など計１３４基に止
まる。さらにＦＣＶ車普及へ４万台を設定するも、国内
で２，９８２台、本県では７台しかない。
　そうした中、今年４月栃木市藤岡町に丸伊運輸株
式会社（本社：東京都府中市）が、県内初の「商用水
素ステーション」を開所したことから6月18日現地調査
を行った。同社は県内セブンイレブンのチルド・米飯の
約９割を配送し、開所地周辺に配送センターを有す
る。国道５０号線沿いに立地し、東北自動車道佐野藤
岡インターから約３㎞と好アクセス。

　トヨタ自動車がセブンイレブンと共同開発した配送車
２台の実証実験に伴い、同社が１台を２億円で購入し
来年３月までテスト走行を兼ねる。トヨタミライのモーター
を活用した車両により燃費走行約２００㎞と短いが、
一日の走行距離が約１００㎞の配送ルートもあるので
十分とのこと。
　ステーションは月曜～土曜、各日９時～１７時営業。
ＦＣＶ車の満充填は約３分、水素１㎏あたり１，６５０円
（税込）。

　設置費は約６億円、国２．５億に県が１億円補助。同
社は２億円強を投じたため、投資効果は８年以上経
過しても回収は難しい。国とＪＨｙＭ（日本水素ステー
ションネットワーク合同会社）から３分の２助成があるも
のの、約２か月半で一般利用は延２０回程度と年間維
持管理費約５，０００万円が重い負担となる。
　県では今年度、２カ所目のステーション設置支援費
に加え、県内の個人・法人によるＦＣＶ車購入補助金
（国補助額１／２以内、上限１００万円）を創設した。

低炭素社会の未来エネルギー

水素ステーション充填コーナー

水素充填スタンド

とちぎ水素ステーション全景

商用水素ステーション開所
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　県議会は6月12日第365回通常会議最終日を迎
え、当日追加提案された「県税条例等の一部改正」
等合わせ議案23件を可決し散会。3月、4月補正に続
く新型コロナウイルス感染症対応のための追加分71
億2,100万円含む一般会計補正予算は、総額122億
6,266万円となる。
　今後の新型コロナ追加対策に備え、企業局が有す
る基金を活用し50億円の財政調整基金積立ほか、
医療機関初め介護・障害者支援施設等の感染拡大
防止のためマスクや消毒液を一括購入・継続配布す
る費用14億1,433万5千円、休業等に伴う生活困窮
者への生活福祉資金貸付金の追加計上4億1,900
万円、感染症患者の対応にあたる医療従事者応援
金5億円及び患者の受入れ医療機関への協力金5
億円、感染症による種々の環境変化に中小企業や農
畜産物生産者が対応するための再起支援事業5億
円など20事業に取組む。

　県内観光の需要回復を図るため、観光協会等によ
る「三密」を回避し県内を安心に周遊できる旅行商品
の造成に加え、県民が県内観光する際の宿泊料金を
助成する「県民一家族一旅行」の予約販売について
は6月16日スタート！
　最終日には5月からの議員報酬削減措置に続く、政
務活動費を減額するための条例改正及び新型コロ
ナの影響に対する更なる地域経済対策を求める国へ
の意見書等4件を議員提案により議決。

　今議会では小池あつし議員（宇都宮市・上三川町
　1期）が「感染症対策補正予算」や「難病患者への
感染症対応」、「感染症対応へのキャッシュレス決済
の普及」など7項目に関し一般質問を、松井正一議員
（鹿沼市　4期）は予算特別委員会にて「感染症に係
る医療従事者への支援」や「学校のICT環境整備の
課題」等3項目で総括質疑を行った。

　また、県議会感染症対策本部
会議では最終日を前に、県新型
インフルエンザ等対策有識者会
議議長を務める稲野秀孝県医
師会副会長による研修会も開
催。
　新型コロナ感染症の対応が
長期化する中、第2波・第3波に
備え《新しい生活様式》のもと感
染防止に努めていきましょう!!

感染症に向き合い“新しい日常”へ

小池あつし議員 一般質問

第365回通常会議

松井正一議員 予算特別委員会質疑

小池議員へ知事答弁
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　足利市が平成23年度工事着手した都市計画道路
「市道鹿島山下通り（鹿島山下線）」改良事業（山前
アンダー）が完了し、5月24日午後2時から供用開始と
なった。
　市西部地区の幹線道路である市道三重小俣通り
から北関東自動車道太田桐生インターへのアクセス
向上を目的とし、JR両毛線で南北に分断された市街
地を連結することで道路ネットワークを強化するととも
に、地域住民の交通利便性及び安全性の向上が図
られます。

　平成11年11月に都市計画事業の認可を受け進め
てきた同路線整備は、延長436.6ｍで車道10ｍの片
側1車線、両側に幅4ｍの歩道を設置し総事業費は
約57億円。

　緊急事態宣言が解除されたものの、新型コロナウイ
ルス感染防止のため規模を縮小して供用開始に先
立ち、山前地区自治会長連合会（宮田昇会長）主催
で行われた開通式は、工事関係者や地域住民らによ
るテープカットや渡り初めで完成を祝った。

　山前地区はじめ市西部より群馬県太田市などへの
通勤が多いことから、山前アンダーの完成に伴い１日
あたりの交通量は約8,800台の利用が見込まれる。

山前アンダー供用開始
市道鹿島山下通り改良事業

山前アンダー開通式

山前アンダー現地調査

山前アンダー北側

山前アンダー南側
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◎皆さんのご意見をおまちしております。

■住　所：〒326-0143　栃木県足利市葉鹿町500-3
■事務所：TEL（0284）62-0054   FAX（0284）62-8253
　　　　　HP : shoichi-kato.ecnet.jp　E-mail : kato3211@watv.ne.jp

栃木県議会議員   加 藤 正 一

お名前

連絡先

皆様のご要望をお寄せください
県政に関する要望調査

※貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。


